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環境変数

環境変数の概要

環境変数は、 NDMP 対応のバックアップアプリケーションとストレージシステムの間で
バックアップまたはリストア処理に関する情報をやり取りするために使用されます。

たとえば、ユーザがバックアップアプリケーションのバックアップを指定した場合などです

/vserver1/vol1/dir1`では、バックアップアプリケーションによってFILESYSTEM環境変数がに設定され

ます `/vserver1/vol1/dir1。同様に、レベル 1 バックアップを実行するよう指定した場合、バックアッ
プアプリケーションによって LEVEL 環境変数が 1 に設定されます。

通常、環境変数の設定と確認についてバックアップ管理者の対応は不要で、バックアップアプ
リケーションによって自動的に設定されます。

バックアップ管理者が環境変数を指定することはまれですが、機能またはパフォーマンスの問題を特定または
回避するために、バックアップアプリケーションによって設定された環境変数の値を変更したい場合がありま
す。たとえば、パフォーマンスや機能の問題が、バックアップアプリケーションによるファイル履歴情報の処
理に起因しているかどうかを調べる場合、管理者はファイル履歴の生成を一時的に無効にすることがありま
す。

多くのバックアップアプリケーションでは、環境変数を上書きまたは変更したり、追加の環境変数を指定した
りできます。詳細については、バックアップアプリケーションのマニュアルを参照してください。

ONTAP でサポートされる環境変数

環境変数は、 NDMP 対応のバックアップアプリケーションとストレージシステムの間で
バックアップまたはリストア処理に関する情報をやり取りするために使用されま
す。ONTAP でサポートされる環境変数には、デフォルト値が関連付けられています。た
だし、これらのデフォルト値は手動で変更できます。

バックアップアプリケーションによって設定された値を手動で変更すると、アプリケーションが想定外の動作
をする可能性があります。これは、バックアップアプリケーションで想定されているバックアップまたはリス
トアとは異なる処理が行われるためです。ただし、変更を適切に行うと、問題の特定や回避に役立つ場合があ
ります。

次の表は、動作がダンプと SMTape で共通であり、ダンプと SMTape でのみサポートされる環境変数を示し
ています。また、 ONTAP でサポートされる環境変数が使用された場合の動作の説明も記載されています。

ほとんどの場合、値を持つ変数、 Y 同意します T および N 同意します F。

ダンプと SMTape 用にサポートされる環境変数

環境変数 有効な値： デフォルト 説明

デバッグ Y または N N デバッグ情報を出力する
ように指定します。

1



環境変数 有効な値： デフォルト 説明

ファイルシステム string none バックアップされるデー
タのルートのパス名を指
定します。

NDMP_VERSION return_only none NDMP_VERSION 変数は
変更しないでくださ
い。NDMP_VERSION 変
数はバックアップ処理に
よって作成され、 NDMP

のバージョンを返しま
す。

ONTAP は、内部使用のた
め、および情報としてバ
ックアップアプリケーシ
ョンに渡すために、バッ
クアップ時に
NDMP_VERSION 変数を
設定します。NDMP セッ
ションの NDMP バージョ
ンは、この変数では設定
されません。

pathname_separator return_value none パス名の区切り文字を指
定します。

この文字は、バックアッ
プ対象のファイルシステ
ムによって異なりま
す。ONTAP の場合、文字
“/” はこの変数に割り当て
られます。NDMP サーバ
では、この変数を設定し
てからテープバックアッ
プ処理を開始します。

を入力します dump または smtape dump テープバックアップおよ
びリストア処理の実行が
サポートされているバッ
クアップのタイプを指定
します。

詳細 Y または N N テープバックアップまた
はリストア処理の実行中
のログメッセージの数を
増やします。
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ダンプ用にサポートされる環境変数

環境変数 有効な値： デフォルト 説明

acl_start return_only none ACL_START 変数は、バ
ックアップ処理によって
作成され、直接アクセス
リストアまたは再開可能
NDMP バックアップ処理
で使用されるオフセット
値を示します。

オフセット値は、ダンプ
ファイル内で ACL データ
（ Pass V ）が始まるバ
イトオフセットであり、
バックアップ終了時に返
されます。直接アクセス
リストア処理でバックア
ップデータを正しくリス
トアするには、開始時に
ACL_START 値がリスト
ア処理に渡されなければ
なりません。NDMP 再開
可能バックアップ処理で
は、 ACL_START 値を使
用して、バックアップス
トリームで再開できない
部分の開始位置をバック
アップアプリケーション
に伝えます。

BASE_DATE 0、 -1`または

`DUMP_DATE 価値

-1 増分バックアップの開始
日を指定します。

に設定すると

-1`BASE_DATEインクリ
メンタル指定子は無効に
なっています。に設定す

ると `0 レベル0バックア
ップでは、増分バックア
ップが有効になります。
最初のバックアップ後、
前回の増分バックアップ
の DUMP_DATE 変数の値
が BASE_DATE 変数に代
入されます。

これらの変数は、 LEVEL

または UPDATE に基づく
増分バックアップに代わ
るものです。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

直接 Y または N N リストアの際に、テープ
全体をスキャンするので
はなく、ファイルデータ
がある場所まで直接早送
りするように指定しま
す。

直接アクセスリカバリを
使用するには、バックア
ップアプリケーションが
位置情報を提供する必要
があります。この変数が
に設定されている場合 `Y`

では、バックアップアプ
リケーションによって、
ファイル名またはディレ
クトリ名と位置情報が指
定されます。

dmp_name string none 複数サブツリーバックア
ップの名前を指定しま
す。

この変数は、複数サブツ
リーバックアップに必須
です。

DUMP_DATE return_value none この変数を直接変更する
ことはありませ
ん。BASE_DATE変数が
以外の値に設定されてい
る場合、バックアップに

よって作成されます -1。

DUMP_DATE 変数は、ダ
ンプソフトウェアによっ
て計算された 32 ビットの
時刻値の前に 32 ビットの
レベル値を付けることに
よって生成されます。レ
ベルは、 BASE_DATE 変
数に最後に渡されたレベ
ル値から増分されます。
作成された値は、次回の
増分バックアップの
BASE_DATE 値として使
用されます。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

ENHANCED_DAR_ENAB

LED 環境
Y または N N 拡張 DAR 機能が有効にな

っているかどうかを示し
ます。拡張 DAR 機能で
は、ディレクトリ DAR お
よび NT ストリームを含
むファイルの DAR をサポ
ートします。パフォーマ
ンスが向上します。

リストア時に拡張 DAR 機
能を使用できるのは、次
の条件が満たされている
場合のみです。

• ONTAP で拡張 DAR

がサポートされてい
る。

• バックアップ時にフ
ァイル履歴が有効で
ある（ HIST=Y ）。

• 。

ndmpd.offset_map

.enable オプション
はに設定されていま

す on。

•

ENHANCED_DAR_E

NABLED変数がに設

定されている Y リス
トア中。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

除外する pattern_string none データのバックアップ時
に除外するファイルまた
はディレクトリを指定し
ます。

除外リストは、ファイル
名またはディレクトリ名
をカンマで区切ったリス
トです。ファイルまたは
ディレクトリの名前がリ
スト内の名前の 1 つに一
致した場合、バックアッ
プから除外されます。

除外リストで名前を指定
する際に適用されるルー
ルは次のとおりです。

• 正確なファイル名ま
たはディレクトリ名
を使用する必要があ
ります。

• ワイルドカード文字
であるアスタリスク
（ * ）は、文字列の最
初または最後の文字
にする必要がありま
す。

使用できるアスタリ
スクの数は文字列ご
とに 2 つです。

• ファイル名またはデ
ィレクトリ名のカン
マの前にバックスラ
ッシュを付ける必要
があります。

• 除外リストに含める
ことができる名前は
32 個までです。
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NON_QUO

TA_TREE

をに設定し
た場合、バ
ックアップ
から除外す
るように指
定したファ
イルまたは
ディレクト
リは除外さ

れません Y

同時に。

環境変数 有効な値： デフォルト 説明

抽出（ Extract ） Y、 N`または `E N バックアップデータセッ
トのサブツリーをリスト
アするように指定しま
す。

バックアップアプリケー
ションでは、抽出するサ
ブツリーの名前を指定し
ます。指定されたファイ
ルが、内容がバックアッ
プされたディレクトリに
一致する場合、ディレク
トリは再帰的に抽出され
ます。

DARを使用せずにリスト
ア時にファイル、ディレ
クトリ、またはqtreeの名
前を変更するに
は、EXTRACT環境変数を
に設定する必要がありま

す E。

extract_acl Y または N Y リストア処理でバックア
ップファイルの ACL がリ
ストアされるように指定
します。

デフォルトでは、 DAR （
DIRECT=Y ）を除いて、
データをリストアすると
きに ACL がリストアされ
ます。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

[-force] Y または N N デスティネーションボリ
ュームで使用可能なボリ
ュームスペースと inode

をリストア処理で確認す
る必要があるかどうかを
指定します。

この変数をに設定します

Y デスティネーションパ
スで使用可能なボリュー
ムスペースとinodeの確認
がリストア処理でスキッ
プされます。

デスティネーションボリ
ュームのボリュームスペ
ースまたは inode が不足
している場合は、デステ
ィネーションボリューム
で使用可能なボリューム
スペースと inode で許容
される量のデータがリス
トア処理によってリカバ
リされます。ボリューム
スペースと inode を使用
できない場合は、リスト
ア処理が停止します。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

霧 Y または N N ファイル履歴情報をバッ
クアップアプリケーショ
ンに送信するように指定
します。

ほとんどの市販のバック
アップアプリケーション
では、HIST変数がに設定

されています Y。バック
アップ処理の速度を上げ
る場合や、ファイル履歴
の収集に関する問題のト
ラブルシューティングを
行う場合は、この変数を

に設定します N。

HIST変数
をに設定し
ないでくだ

さい Y バッ
クアップア
プリケーシ
ョンがファ
イル履歴を
サポートし
ていない場
合。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

IGNORE_CTime Y または N N 前回の増分バックアップ
以降に変更されたのが
ctime 値だけである場合
は、ファイルを増分バッ
クアップしないことを指
定します。

ウィルススキャンソフト
ウェアなどの一部のアプ
リケーションは、ファイ
ルやファイル属性が変更
されていなくても、
inode 内のファイルの
ctime 値を変更します。そ
の結果、変更されていな
いファイルが増分バック
アップによってバックア
ップされることがありま

す。。 IGNORE_CTIME

変数を指定する必要があ
るのは、ctime値が変更さ
れたために増分バックア
ップに許容できない時間
またはスペースが使用さ
れている場合だけです。

。 NDMP

dump コマ
ンドセット

IGNORE_C

TIME 終了

： false

デフォルト
ではに設定
します

true 次の
データが失
われる可能
性がありま
す。

1. 状況

IGNOR

E_CTI

ME ボリ
ューム
レベル
の増分
でtrue

に設定
されま
す
`ndmpc

opy`を
実行す
ると、
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ファイ
ルが削
除さ
れ、ソ
ース
のqtree

間で移
動され
ます。

2. 状況

IGNOR

E_CTI

ME ボリ
ューム
レベル
の増分
ダンプ
時
にtrue

に設定
すると
ファイ
ルが削
除さ
れ、増
分リス
トア時
にソー
ス
のqtree

間で移
動され
ます。

この問題を
回避するに
は、

IGNORE_C

TIME ボリ
ュームレベ
ルでfalseに
設定する必
要がありま

す NDMP

dumps ま
たは

ndmpcopy
。

環境変数 有効な値： デフォルト 説明

IGNORE_qtrees Y または N N リストア処理でバックア
ップ qtree から qtree 情報
をリストアしないことを
指定します。

「レベル」 0-31 0 バックアップレベルを指
定します。

レベル 0 では、データセ
ット全体がコピーされま
す。0 より大きい値で指
定された増分バックアッ
プレベルでは、前回の増
分バックアップ以降に新
規作成または変更された
すべてのファイルがコピ
ーされます。たとえば、
レベル 1 では、レベル 0

バックアップ以降に新規
または変更されたファイ
ルがバックアップされ、
レベル 2 ではレベル 1 バ
ックアップ以降に新規ま
たは変更されたファイル
がバックアップされま
す。

リスト Y または N N データを実際にはリスト
アせずに、バックアップ
ファイル名と inode 番号
を一覧表示します。

リスト qtree Y または N N データを実際にはリスト
アせずに、バックアップ
qtree を一覧表示します。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

multi_subtree_names string none バックアップが複数のサ
ブツリーであることを指
定します。

複数のサブツリーは、改
行で区切られた null で終
わるサブツリー名のリス
トの文字列で指定されま
す。サブツリーは、共通
のルートディレクトリを
基準とした相対パス名で
指定されます。このパス
名は、リストの最後の要
素として指定する必要が
あります。

この変数を使用する場合
は、 DMP_NAME 変数も
使用する必要がありま
す。

NDMP_Unicode_FH Y または N N ファイルの NFS 名のほか
に Unicode 名もファイル
履歴情報に含めるように
指定します。

このオプションは、ほと
んどのバックアップアプ
リケーションでは使用さ
れないため、バックアッ
プアプリケーションがこ
れらの追加のファイル名
を受け取るように設計さ
れている場合以外は設定
しないでください。HIST

変数も設定する必要があ
ります。

no_ACLs Y または N N データのバックアップ時
に ACL をコピーしないよ
うに指定します。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

NON_QUOTA_TREE Y または N N データのバックアップ時
に qtree 内のファイルお
よびディレクトリを無視
するように指定します。

に設定すると `Y`で
は、FILESYSTEM変数で
指定されたデータセット
内のqtreeの項目はバック
アップされません。この
変数は、 FILESYSTEM

変数でボリューム全体が
指定された場合のみ有効
になりま
す。NON_QUOTA_TREE

変数は、レベル 0 バック
アップでのみ機能し、
MULTI_SUBTREE_NAM

ES 変数が指定された場合
は機能しません。

NON_QUO

TA_TREE

をに設定し
た場合、バ
ックアップ
から除外す
るように指
定したファ
イルまたは
ディレクト
リは除外さ

れません Y

同時に。

NOWRITE Y または N N リストア処理でデータを
ディスクに書き込まない
ように指定します。

この変数はデバッグに使
用されます。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

再帰的 Y または N Y DAR リストア中にディレ
クトリエントリが拡張さ
れるように指定します。

DIRECTおよ
びENHANCED_DAR_EN

ABLED環境変数を有効に
する（に設定する）必要

があります Y）も参照し
てください。再帰変数が
無効になっている場合（

に設定） N`テープからリ
ストアされるのは、元の
ソースパスにあるすべて
のディレクトリに対する

権限とACLだけで、ディ
レクトリの内容はリスト
アされません。再帰変数

がに設定されている場合

`N また
は、recover_full_paths変
数がに設定されている `Y`

リカバリパスは元のパス
で終了する必要がありま
す。

RECURSIV

E 変数が無
効で、複数
のリカバリ
パスがある
場合には、
すべてのリ
カバリパス
を最長のリ
カバリパス
内に含める
必要があり
ます。それ
以外の場合
は、エラー
メッセージ
が表示され
ます。

たとえば、次の例は、す
べてのリカバリパスが内
にあるため、有効なリカ
バリパスです

foo/dir1/deepdir/my

file：

/foo

/foo/dir14



••

• /foo/dir1/deepdi

r

• /foo/dir1/deepdi

r/myfile

次のリカバリパスは無効
です。

• /foo

• /foo/dir

• /foo/dir1/myfile

• /foo/dir2

• /foo/dir2/myfile

環境変数 有効な値： デフォルト 説明

RECOVER_FULL_paths Y または N N フルリカバリパスの権限
および ACL が、 DAR の
あとでリストアされるよ
うに指定します。

DIRECTおよ
びENHANCED_DAR_EN

ABLEDを有効にする（に
設定する）必要がありま

す Y）も参照してくださ
い。recover_full_pathsが
に設定されている場合 `Y`

リカバリパスは元のパス
で終了する必要がありま
す。デスティネーション
ボリュームにすでにディ
レクトリが存在する場合
は、権限および ACL はテ
ープからリストアされま
せん。

更新 Y または N Y レベルベースの増分バッ
クアップを有効にするた
めに、メタデータ情報を
更新します。

SMTape 用にサポートされる環境変数
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

BASE_DATE DUMP_DATE -1 増分バックアップの開始
日を指定します。

`BASE_DATE`

は、参照Snapshot
識別子の文字列表現

です。を使用する

`BASE_DATE`

文字列を指定すると

、SMTapeによって

参照Snapshotコピ
ーが検索されます。

`BASE_DATE`

は、ベースラインバ
ックアップには必要
ありません。増分バ
ックアップの場合は

、の値

`DUMP_DATE`

前回のベースライン
バックアップまたは
増分バックアップの
変数がに割り当てら

れます

`BASE_DATE`

変数（Variable）
：

バックアップアプリケー
ションによってが割り当

てられます DUMP_DATE

前回のSMTapeのベースラ
インバックアップまたは
増分バックアップの値。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

DUMP_DATE return_value none SMTape バックアップの
終了時、 DUMP_DATE に
は、そのバックアップに
使用される Snapshot コ
ピーを識別する文字列識
別子が含まれています。
この Snapshot コピー
を、次回の増分バックア
ップの参照 Snapshot コ
ピーとして使用できま
す。

結果の DUMP_DATE の値
が、次回の増分バックア
ップの BASE_DATE 値と
して使用されます。

smtape _backup_set_ID string none ベースラインバックアッ
プに関連付けられた増分
バックアップのシーケン
スを識別します。

バックアップセット ID

は、ベースラインバック
アップで生成される 128

ビットの一意の ID です。
バックアップアプリケー
ションは、このIDをに入
力として割り当てます

SMTAPE_BACKUP_SET_I

D 増分バックアップ中の
変数。

smtape snapshot _name ボリューム内にある有効
な Snapshot コピー

Invalid SMTAPE_SNAPSHOT_N

AME 変数を Snapshot コ
ピーに設定すると、その
Snapshot コピーと古い
Snapshot コピーがテープ
にバックアップされま
す。

増分バックアップの場合
は、この変数によって増
分 Snapshot コピーが指
定されま
す。BASE_DATE 変数は
ベースライン Snapshot

コピーを指定します。
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環境変数 有効な値： デフォルト 説明

smtape delete _snapshot Y または N N SMTAPE_DELETE_SNA

PSHOT変数をに設定する
と、SMTapeで自動的に作
成されるSnapshotコピー
`Y`バックアップ処理が完
了すると、SMTapeによっ
てこのSnapshotコピーが
削除されます。ただし、
バックアップアプリケー
ションで作成された
Snapshot コピーは削除さ
れません。

smtape break _mirror Y または N N SMTAPE_BREAK_MIRR

OR変数がに設定されてい

る場合 Y、タイプのボリ

ューム DP がに変更され

ます RW リストアが成功
したあとのボリューム。
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